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１）「評価のための評価」からの脱却
評価結果を活用し、自短大の努力や活動を見える化する。

２）「自己改善力」の向上をサポート
自短大の者だからこそ、調査データから見えることは多く、
特に短大は小規模で教職員及び学生の距離感が近い傾向にあ
り、大規模大学よりも自らの組織が把握できている。

３）「持続可能な質保証に向けて」
効率的かつ効果的な調査票の活用方法を提示するため、デー
タの活用方法や改善事例を蓄積する必要がある。
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今後の課題：持続可能な質保証に向けて図１：テンプレート
（一部参考）
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下：グラフ・表


